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　日本銀行熊本支店（以下、日銀熊本支店）と地方経済総合研究所（以下、地総研）がそれぞれ調査した業
況ＤＩをみると、新型コロナウイルス感染拡大により2020年₄－₆月期に大きく悪化し、その後緩やかに回
復を続けている。日銀熊本支店は2022年₄－₆月調査、地総研は2022年10－12月調査でコロナ前を上回る水
準まで回復した。直近の2024年₄－₆月調査では、日銀熊本支店の調査では29と上昇し、地総研の調査では
▲11と下降している。
　なお、地総研の業況ＤＩは中小企業の回答割合が高く、日銀熊本支店と比較して数値が低くなりやすい傾
向がある。

景況感について

図表１　熊本県内企業の業況ＤＩの推移

企業の景況感（業況ＤＩ）1

資料：日本銀行熊本支店「県内企業短期経済観測調査結果」、地方経済総合研究所「熊本県内企業業況判断調査」

　2024年₄－₆月期調査の業況ＤＩでは、前回調査比で製造業が₃ポイント（以下p）悪化の▲16（前回▲
13）、非製造業は₈p悪化の▲₉となった（右頁図表₂）。
　2024年₇－₉月期の先行きは全産業、製造業、非製造業いずれも横ばいとなり、全産業で▲11、製造業で
▲16、非製造業で▲₉となった。
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